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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第45期

第３四半期連結
累計期間

第46期
第３四半期連結

累計期間
第45期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 （千円） 15,003,588 14,739,345 20,523,585

経常利益 （千円） 4,924,951 4,796,771 4,953,820

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 3,269,317 3,196,778 3,207,892

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,158,896 3,545,908 2,274,183

純資産額 （千円） 39,525,619 40,829,382 38,643,078

総資産額 （千円） 49,974,436 51,766,814 52,056,299

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 76.38 69.09 73.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.1 78.8 74.2

 

回次
第45期

第３四半期
連結会計期間

第46期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 23.26 18.44

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

４．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、世界的な株安や米中貿易摩擦の影響もあり、成長力が鈍化し

てきております。

　他方、当社関連の建築業界は、オリンピックに向けた建築需要やインフラ整備を背景に、公共投資・民間投資と

もに堅調に推移しております。特に、近年天災が続いたこともあり、庁舎の改修等の公共施設が増えてきているほ

か、ホテル等の新設も引き続き活況を呈しております。

　このようななか、当社グループは「床が変われば働き方も変わる」という考えの下に、ファブレスメーカーとし

ての特質を活かした新規商品の開発・販売を推し進め、業績向上に努めております。また、テレビＣМの有効活用

やショールームへの積極投資を行い、顧客基盤の拡充に注力し、経営の効率化に努めております。

　当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、工期の遅延等の影響もあり、足許の業績としては厳しい

状況となりました。この結果、売上高は14,739百万円（前年同期比1.8％減）、営業利益は3,534百万円（同14.2％

減）となりました。また、当社は商品仕入れ時の為替変動リスクを一部ヘッジしておりますが、当第３四半期連結

累計期間における洗い替え等によるデリバティブ評価益として959百万円（前年同期は515百万円の評価益）を計上

しました。この結果、経常利益は4,796百万円（前年同期比2.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

3,196百万円（同2.2％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

（建材関連事業）

　建材関連事業は公共投資・民間投資の建築需要を背景に、事業環境は底堅く推移しましたが、工期の遅延等の影

響や、為替決済レートが昨年より円安となり原価率が上昇する影響もあり、当第３四半期連結累計期間の建材関連

事業の売上高は14,155百万円（前年同期比0.3％減）、営業利益は4,414百万円（同5.4％減）となりました。

 

（不動産賃貸事業）

　本社側の新館ビルが完成して賃貸収入が増加したことにより、当第３四半期連結累計期間の不動産賃貸事業の売

上高は1,320百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益は684百万円（同3.9％増）となりました。

 

（その他）

　その他には物流管理事業とホームセンターへの卸売販売からなるＨＲＢ事業があり、当第３四半期連結累計期間

のその他の売上高は969百万円（前年同期比17.2％減）、営業利益は187百万円（同37.8％減）となりました。

 

（２）資産負債の増減

　当第３四半期連結会計期間末における資産総額は前連結会計年度末に比べ289百万円減の51,766百万円となり、

また、負債総額は前連結会計年度末に比べ2,475百万円減の10,937百万円となりました。純資産は、前連結会計年

度末に比べ2,186百万円増の40,829百万円となり、この結果、自己資本比率は78.8％となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　特記事項はありません。

 

（５）株式会社の支配に関する基本方針について

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アドヴァン(E02826)

四半期報告書

 3/17



３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年１月31日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 53,812,692 53,812,692
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 53,812,692 53,812,692 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 53,812,692 － 12,500,000 － 2,230,972

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　7,573,900
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 46,226,700 462,267 －

単元未満株式 普通株式　  12,092 － －

発行済株式総数 53,812,692 － －

総株主の議決権 － 462,267 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式が12,800株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数128個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社アドヴァン

東京都渋谷区神宮前４丁目

32番14号
7,573,900 － 7,573,900 14.07

計 － 7,573,900 － 7,573,900 14.07

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

常務取締役 商品開発部長 山形　吉之助 平成30年７月５日

 

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性８名　女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,047,512 8,823,719

受取手形及び売掛金 ※ 5,585,305 ※ 5,064,055

商品 3,248,385 3,028,655

その他 269,731 318,587

貸倒引当金 △2,543 △3,170

流動資産合計 18,148,390 17,231,847

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,708,946 8,533,948

土地 22,487,751 23,407,805

その他（純額） 771,072 676,316

有形固定資産合計 31,967,770 32,618,070

無形固定資産 487,309 426,203

投資その他の資産 1,450,321 1,490,066

固定資産合計 33,905,401 34,534,340

繰延資産 2,506 626

資産合計 52,056,299 51,766,814

負債の部   

流動負債   

買掛金 692,107 404,601

1年内償還予定の社債 100,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 1,381,767 1,221,708

未払法人税等 416,315 859,642

賞与引当金 107,500 71,310

その他 750,131 737,587

流動負債合計 3,447,821 3,344,849

固定負債   

長期借入金 8,417,054 7,500,773

役員退職慰労引当金 33,941 33,941

為替予約 1,453,349 －

その他 61,054 57,867

固定負債合計 9,965,400 7,592,582

負債合計 13,413,221 10,937,432
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,500,000 12,500,000

資本剰余金 4,915,052 4,916,062

利益剰余金 24,645,454 26,637,974

自己株式 △3,317,744 △3,475,899

株主資本合計 38,742,763 40,578,137

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 41,305 26,996

繰延ヘッジ損益 △157,940 205,499

その他の包括利益累計額合計 △116,634 232,496

新株予約権 16,949 18,748

純資産合計 38,643,078 40,829,382

負債純資産合計 52,056,299 51,766,814
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 15,003,588 14,739,345

売上原価 7,458,122 7,794,078

売上総利益 7,545,465 6,945,266

販売費及び一般管理費 3,424,060 3,410,632

営業利益 4,121,405 3,534,634

営業外収益   

売電収入 98,457 96,934

デリバティブ評価益 515,604 959,966

その他 259,581 282,231

営業外収益合計 873,643 1,339,132

営業外費用   

売電原価 50,742 44,761

為替差損 － 16,477

その他 19,354 15,756

営業外費用合計 70,097 76,995

経常利益 4,924,951 4,796,771

特別利益   

固定資産売却益 － 1,840

投資有価証券売却益 － 2,579

新株予約権戻入益 － 638

特別利益合計 － 5,057

特別損失   

固定資産処分損 41,515 37,332

投資有価証券評価損 106 －

会員権売却損 － 440

特別損失合計 41,622 37,772

税金等調整前四半期純利益 4,883,329 4,764,056

法人税、住民税及び事業税 1,528,339 1,572,374

法人税等調整額 85,672 △5,095

法人税等合計 1,614,012 1,567,278

四半期純利益 3,269,317 3,196,778

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,269,317 3,196,778
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 3,269,317 3,196,778

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 29,072 △14,309

繰延ヘッジ損益 △139,492 363,439

その他の包括利益合計 △110,420 349,130

四半期包括利益 3,158,896 3,545,908

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,158,896 3,545,908

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 81,011千円 82,634千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 600,923千円 605,478千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 512,165 13 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

平成29年10月３日

取締役会
普通株式 603,164 13 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 603,163 13 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金

平成30年10月５日

取締役会
普通株式 601,093 13 平成30年９月30日 平成30年12月３日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 建材関連事業

不動産賃貸事
業

その他 計

売上高       

外部顧客への売上高 14,196,142 14,166 793,280 15,003,588 － 15,003,588

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 1,269,271 377,608 1,646,880 △1,646,880 －

計 14,196,142 1,283,438 1,170,888 16,650,468 △1,646,880 15,003,588

セグメント利益 4,665,089 658,515 302,086 5,625,691 △1,504,286 4,121,405

（注）１．セグメント利益の調整額△1,504,286千円には、セグメント間取引消去7,611千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,511,898千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 建材関連事業

不動産賃貸事
業

その他 計

売上高       

外部顧客への売上高 14,155,930 16,791 566,624 14,739,345 － 14,739,345

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 1,303,719 402,612 1,706,332 △1,706,332 －

計 14,155,930 1,320,511 969,236 16,445,677 △1,706,332 14,739,345

セグメント利益 4,414,184 684,422 187,945 5,286,552 △1,751,917 3,534,634

（注）１．セグメント利益の調整額△1,751,917千円には、セグメント間取引消去△68,839千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,683,078千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 76円38銭 69円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 3,269,317 3,196,778

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
3,269,317 3,196,778

普通株式の期中平均株式数（千株） 42,805 46,269

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 平成30年10月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………601百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………13円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年12月３日

（注） 平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年１月28日

株式会社アドヴァン

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木　間　久　幸　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 町　田　眞　友　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アド

ヴァンの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から

平成30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドヴァン及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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